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６月定例月議会における議案に対する意見募集に寄せられた意見

６月定例月議会における議案に対する意見募集に寄せられた意見６月定例月議会における議案に対する意見募集に寄せられた意見

６月定例月議会における議案に対する意見募集に寄せられた意見

1

（本市に対するイメージを幅広く把握し、分析するため）

Uターン・Ｉターン就職の現況に鑑み、アンケートの対象者に、県外の大学生（短大生、専

門学校生を含む）を加えてはどうか。　　　　　　　（６０歳代　男性）

2

・大都市の住民にアンケートが行われるが、四日市は北勢地域の中核としての機能を

持っているので、近隣地域の住民への調査もするべきである。

・四日市の強み、弱みを把握するのなら、名古屋や市内よりも、三重県全体の意見を把

握する必要があると思う。

・アンケートは小学生から高校生までの生徒に配布して実施するのがよい。

 ・補正予算の金額が少なく、十分な調査が行われるか疑わしい。

 ・今新たに調査しなくても、過去の類似の調査結果を使うことはできないのか。

 ・外部委託ということだが、自前でできないのだろうか。

 ・業者選定の基準は何か。選定されるコンサルタント業者は、全国の自治体で同様の調

査を行った経験が豊富だと思われるので、提案を適切に評価し、実のある施策につなげ

てほしい。

 ・調査結果を誰がどのように分析し、市の施策を作っていくのかまでは記載されていな

いが、予め 決めておくべき。

 ・アンケートをするなら、徹底した内容にしてほしい。

 ・若年層への四日市の知名度を上げることが重要なので、そこを重視してほしい。

 ・アンケートでは真剣に答えない人もいると思うので、聞き込みをしたり、アンケートの前

に話し 合いの場を設けて実施する方が、より正しい回答が返ってくると思う。

 ・四日市は観光地ではないと思うので、名古屋市民に四日市をアピールする広告を作る

ことが必要。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（四日市大学学生）

No.１　マーケティング調査事業費（補正予算）
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６月定例月議会における議案に対する意見募集に寄せられた意見６月定例月議会における議案に対する意見募集に寄せられた意見６月定例月議会における議案に対する意見募集に寄せられた意見６月定例月議会における議案に対する意見募集に寄せられた意見

1

（１）コミュニティー活動及び防災施設としての公民館の老朽化（耐震構造化）や公民館改修には、

多大の費用が必要です。毎月の町費（５００円程度）では負担が困難の自治会が有ります。現行の

助成制度では、まかない切れません。特例として、上記に限り７０％助成の検討をお願いしたい。

（２）地区の憩いの場である市民センターの改修について

各行事の参加者の大半が高齢者（地域包括ケアー推進）です。高齢者が２階に上がるのは、非常

に厳しくなってきています。是非とも、エレベーター設置の検討を　　　　　　　　　　（７０歳以上　男

性）

2

・東海地方はいつ地震が起きてもおかしくない状況にあるので、地域防災に対する助成事業を積

極的にやってほしい。

・地域防災力を向上させるいい取組だと思った。

・地域ごとに適切な施設が作られるのであれば、市民の方も安心すると思う。

・東北などのボランティアに行くと、仮設住宅ではコミュニティがリセットされ、高齢者の人たちはコ

ミュニティが形成しづらくなっているのを見る。このようなコミュニティ形成への助成金は、防災面だ

けでなく、まちづくりに役立つので、コミュニティ形成に助成すべきだと思う。

・塩浜地区のスピーカー等の放送設備について、冬に窓を閉め切っていたり、耳が遠かったり、深

夜だったりすると、聞きそびれる人がいる恐れがある。各家庭に情報伝達に使えるものを設置すれ

ば、情報伝達の質が上がるのではないか。

・国がもっと被災地の復興にお金をかけるべきだと思う。　　　　　　　　　　　　（四日市大学学生）

No.２ コミュニティ助成事業費補助金（地域防災組織育成助成事業費）について
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　　 ６月定例月議会における議案に対する意見募集に寄せられた意見６月定例月議会における議案に対する意見募集に寄せられた意見６月定例月議会における議案に対する意見募集に寄せられた意見６月定例月議会における議案に対する意見募集に寄せられた意見

1

震災の死傷者・負傷者の８０％以上が建物の倒壊・家具の転倒によるものでした。耐震対策としての吊天

井の改修工事は、大変重要な整備工事と思います。

工事期間が長い事もあり、工事中は最上の雰囲気・安全維持をお願い致します。

工事とは別件ですが、北大谷の墓場周りは、市民の散歩コースにもなっており、墓場の北側にも外灯が

有れば夕暮れ時も安心して散歩を楽しめると思います。　　　　　（６０歳代　男性）

2

建築基準法の規制強化に伴う耐震対策とあるが、本件以外に改修を施さなければならない箇所はないの

か。

　　　※他にもあれば、優先順位で本件が２９～３０年度の事業と決定したのか。　　　（６０歳代　男性）

3

・耐震対策は重要なので、危険な個所はほかの場所もやってほしい。

・斎場は絶対人が集まるので、耐震対策は必要である。

・ＬＥＤにすると、全体が見やすくなり、亡くなった人との最後のお別れでしっかり顔が見える ことが大切な

のかなと思った。

・ＬＥＤに変えることでかかる費用が合理的なのかよくわからない。　　　　　　　　（四日市大学学生）

　　　　No.４  北大谷斎場整備事業費（アセットマネジメント）（補正予算）について
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